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研究成果の概要（和文）：信頼性と利便性に富んだ情報探索案内サービスツールとしての Web

パスファインダーの作成を，情報探索に不慣れな初学者が探したいトピックを入力するだけで

行えるシステムを構築した。Web 上からの情報収集の仕組みと利用者の情報探索行動モデルに

従う一覧性を重視した情報提示のためのインタフェースデザインを実現した。大学生を対象と

して実験で，入力されたトピックに関連した情報の収集，提示が行えることを確認した。 

 
研究成果の概要（英文）：A Web-pathfinder creating support system was build for novice learners, who 

are unfamiliar with the information resources on libraries and the Web, to actively engage the learners in 

their own learning. The system collects the bibliographic information of documents, the locations of 

Web resources, and keywords related to a particular topic, via reliable information resources on the 

Web. The collected information is displayed as a Web page in the format according to the widely 

cited information-seeking behavior model of university students so that the learners can glance 

through the page. The effect of using the support system was clarified by the experiment in which 

university students freely created their own Web-pathfinders.  
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１．研究開始当初の背景 

(1) 日常的にWebからの情報収集が不可欠と
なったが，サーチエンジンなど，既存の情報
収集ツールの多くは，その検索手法について
不慣れなユーザが望む情報を取り出すのは
容易ではない。 

 

(2) パスファインダーは，特定のトピックス

に関する情報源や調べ方を，その分野の初学
者や図書館での探索に不慣れな利用者に知
らしめる，図書館の利用者支援ツールで，近
年，自ら学習を行うアクティブ・ラーニング
の重要性が高まるにつれ，必要性が高まって
いる。パスファインダーの作成は，従来から
図書館司書や教員がおこなってきたため，提
供される数に限りがあり，Web からの情報収
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集とその利便性の向上が必要である。  

 

(3) パスファインダーの作成を容易に行え
るように支援するプロジェクト（OCLC 

Connexion, http://www.oclc.org/connexion/）で
は，インターネット情報資源の共同目録作成
を通じ，パスファインダーで参照できる情報
源を提供し，図書館でのパスファインダーの
作成手順についても研究がなされてきた。こ
れらは，図書館としての枠組みのなかでの道
しるべであり，Web 時代のユーザのニーズに
答えながら，トピックスや情報源の選定に掛
る人手の負担を軽減し，Web 上の情報も対象
にしたより多くの Web パスファインダーを
用意する段階に来ている。 

 

２．研究の目的 

(1) 図書館にとどまらず，Web 上での信頼性
と利便性に富んだ情報探索案内サービスを
提供するための道しるべとして，Web パスフ
ァインダーの構築を，利用者である初学者が
行える支援システムの実現を目的とする。こ
こで，Web パスファインダーは，以下のパス
ファインダーの条件を満たすものとする。 

 

1. 特定のトピックを扱っている 

2. 情報のナビゲーション機能がある 

3. 資料・情報源の一覧性がある 

4. 簡便に情報にアクセスできる 

 

(2) 上記目的達成の過程で，Web 上からの情
報収集と利用者の情報探索行動のモデルに
従う情報源の類別およびパスファインダー
のインタフェースの実現により，Web パスフ
ァインダーを，多様な情報ニーズに応える次
世代のパスファインダー足り得るものとす
ることを目指す。 

 

３．研究の方法 

Web パスファインダー（以下，簡単にパス
ファインダーと書く）作成支援の全体の流れ
を図 2 に示す。作成支援システムは，２つの
機構からなる。情報収集機構は 初学者が知
りたいトピックを入力すると，それに関する
書籍，論文および雑誌等の書誌情報を Web 上
で提供される情報源から収集する。収集する
情報の信頼性を保つため，人手による編集が
なされている情報源を用いる。収集した情報
は，初学者が利用する図書館のオンライン蔵
書目録（OPAC）を参照して，所在が確認さ
れたもののみを保存する。トピックに関する
情報が得られない場合の，新たな探索の手が
かりとして関連キーワードも収集する。これ
には，人手による編集がなされている情報源
の他，Web 上の SNS を利用して，時事的トピ
ックへの対応と信頼性の確保を行う。また，
これらから関連キーワードが得られない場

合には，オンライン辞書を利用して，探索の
手がかりがなくならないようにする。初学者
は，自ら作成したパスファインダーの情報を
もとに，図書館内をブラウジングしながら，
必要な情報の発見，精選を行える。結果のパ
スファインダーは保存され，後のパスファイ
ンダー作成時の情報源として用いられ，シス
テムの運用とともに，より多くのパスファイ
ンダーが得られる仕組みとなっている。 

 

図 1 パスファインダー作成支援システム流れ 

 

図のシステム構築のため，以下の事柄を実施
する。  
 

(1) Web あるいは図書館におけるユーザの情
報探索行動の解析結果と既存のパスファイ
ンダーから，情報探索行動における，事前探
究（基礎知識の取得），焦点形成（探索の対
象の特定），情報収集（図書，雑誌等の書誌
情報の収集）の各段階に適した，Web パスフ
ァインダーが有すべき項目とその提供イン
タフェースのデザインを検討，具体化する。  

 

(2) 情報提示機構は，情報収集機構が収集し
た書誌情報を，収集した情報を一覧できるよ
うに提示する。そのための収集の仕組みと，
提示する書誌情報の量を，Web 上で公開され
ている既存パスファインダーの情報量を精
査して決定する。 
 
(3) 書誌情報が収集できなかった場合に備え
て関連キーワードを，Web 上より収集する方
法と提示のための整理方法を実現する。 

 

(4) 書誌情報の収集および関連キーワードの
収集手法を取り入れた，作成支援システムの
プロトタイプ構築を行い，評価を通じて問題
点の検討と改善を行う。 

 

(5) 当該研究機関の附属図書館の協力を得な
がら，プロトタイプの公開を通じて，扱うト
ピックスの拡充と情報収集の方法について
検証を行う。研究成果については，関連する
図書館情報および Web アプリケーションに
関わる学会での発表を行う。 
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図 3 書誌情報の件数 

 
４．研究成果 
(1) パスファインダー項目の選定と項目レ
イアウトの設計 

私立大学図書館強化企画研究分科会のパ
スファインダーバンクが提供する 30 の図書
館で作成された284のパスファインダーを精
査し，情報探索行動の各段階，事前探究に参
考図書，焦点形成には，Web サイトおよび当
該図書館が有する書誌情報（辞典，図書，新
聞，統計資料，雑誌），情報収集のための，
関連 HP，図書館からの提供情報，関連キー
ワードとサーチエンジンの各項目を選定し
た。 

既存パスファインダーのレイアウトの精
査により，多くが 1 ページに情報を流しこむ”

１枚型”と，タブを利用して項目ごとにページ
を分ける“複数枚型”の 2 種に類別できるこ
とが分かった。前者は一覧性があるが，項目
ごとの情報探索が難しい。後者はその逆とな
る。これらを考慮して，設計したレイアウト
を図 1 に示す。一覧性の確保には一枚型と複
数枚型を組み合わせてページ分割を利用し
ている。また，情報探索行動の各段階に関わ
る情報を近くに配し，流れに沿った閲覧を妨
げないようにした。 

 

(2) 情報収集の実現と掲載情報量の決定 
特定のトピックに関連する信頼性の高い

書誌情報を提供する情報源として，国立国会
図書館が提供するレファレンス協同データ
ベース（http://crd.ndl.go.jp/jp/public/, 以下，
レファ協と書く）を用いた。501 の図書館が
参加しレファレンス事例 47756 件についての
質問と回答を一般に提供している。そこには，
参考資料として提供された資料の書誌情報
が含まれ，司書が精選したトピックに関する
信頼性の高い情報である。収集した参考資料
のうち，作成するパスファインダーへ利用す

る書誌情報を抽出し，図書館が提供する
OPAC により所在確認ができたものを収集す
る仕組みを実現した。 

図書館として大分大学学術情報拠点図書
館での利用を想定し，当図書館の OPAC を書
籍の所在確認に用いて，情報収集を試みた。
パスファインダーバンクに掲載されている
バスファインダーのトピックについて，実現
した仕組みで書誌情報を抽出した。トピック
の数は重複したものと英語のものを除き 190

個であった（文章で示されたトピック（例：
児童福祉について）は，形態素解析を行って，
名詞（例：児童福祉）を抽出して用いた）。
結果 190 のトピックのうち，181（95.2%）の
トピックについては，書誌情報を収集できた。
残りの 9 件については，所在確認が取れなか
ったため，次節で述べるように，関連キーワ
ードのみが表示されるものとなった。 

情報の掲載の仕方によっては情報の一覧
性を欠いてしまう場合がある。既存パスファ
インダーを収集しているパスファインダー
バ ン ク (http://www.jaspul.org/e-kenkyu/ 

kikaku/pfb/pfb_frameset.htm) のパスファイン
ダーを調査し，情報の掲載量について指標を
得るためパスファインダーバンクのパスフ

ァインダーで提示される，辞典，図書，新聞，
統計の各項目について書誌情報の件数を調
べた。 

利用可能であった 225 個のパスファインダ
ーの延べ 1355項目について調べた結果を図 3

に示す。横軸は，各項目で提供されていた書
誌情報の件数で，縦軸は対応する項目の数で
ある（11 件以上の書誌情報を掲載していた項
目の数は省略した（合計で 49 件））。 多くの
項目で 2 あるいは 3 件の書誌情報を掲載して
いることが分かる。比率の差の検定によれば，
2 および 3 件には差がなく，これらと 1 件お
よび 4 件には有意な差があった。この結果か
ら，より多くの情報を掲載するとして，項目
1 つ当たり 3 件の書誌情報を提示することと
した。 

 

(3) 関連キーワードの収集と提示 
関連キーワードは，レファ協と SNS の一

つ togetter (http://togetter.com/) から収集する。
前者は信頼性の高いキーワードを収集する
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図 2 パスファインダーレイアウト 

 



 

 

ためで，後者は，時事的トピックに関わるキ
ーワードを収集するためである。レファ協か
らは書誌情報と同じく質問にトピックが含
まれるレファレンス事例のキーワードを収
集する仕組みを実現した。togetter とは Twitter

上での各つぶやきをまとめた Web サイトで
ある。まとめられたものにタグがついており，
不特定多数の人がタグを自由につけること
ができる。その中で，トピックをタグとして
含むまとめに付いているつぶやきを集め，全
てのタグをキーワードとした。 

収集したキーワードの内，関連のないキー
ワードの抽出を避けるため，レファ協および
つぶやきにおいて 2 回以上重複して現れるキ
ーワードを関連キーワードとして選定した
（予備実験から決定した。3 回以上とすると
キーワードが抽出できないトピックがあっ
た）。抽出の例として，トピック「高齢者」
についての関連キーワードを抽出した場合，
レファ協から 87 個，togetter より 64 個のキー
ワードが抽出され，表 1 のように，計 15 が
選定された。 

 
表 1 選定されたキーワード（トピック：高齢者） 

WHO, クローズアップ現代，介護，後期高齢者医

療制度，厚生労働省，高齢者医療確保法， 

厚生労働省，高齢者医療確保法，詐欺，社会福祉，

主婦，精神療法，長寿医療制度，統計，認知症，

老人，老人福祉 

 
上記 2 つのサイトから関連キーワードを得

ることができなかった場合に利用する，オン
ライン辞書としては，新聞社や出版社などの
辞書作成に実績のある企業から提供された
時事問題に関する用語を収集していること
から，kotobank(http://kotobank.jp/)を利用した。
kotobank でトピックを検索し，解説ページが
存在する場合は，ページ内にある「関連キー
ワード」（最大 5 個）を収集した。解説ペー
ジが存在しない場合は，「トピックに関連す
る用語」を収集し，関連キーワードの補完を
行った。トピックごとに，企業による編集済
みであることを鑑み，用語の選定は行わない。 
関連キーワードの収集が情報源からうま

く行われたかを調べた。表 2 に関連キーワー
ドの収集先と収集できたトピック数，および
平均キーワード数を示す。パスファインダー
バンクの 190 のトピックのうち，181 のトピ
ックについては，書誌情報および関連キーワ
ード双方を掲載したパスファインダーを作
成できた（9 件のトピックについては，関連
キーワードのみ）。全体の 40% のトピックで
レファ協および togetter からは関連キーワー
ドが抽出されず，kotobank からの抽出となっ
た。オンライン辞書による補完は必要である
といえる。 

 

表 2  関連キーワード収集結果 

 レファ協&togetter kotobank 計 

トピック数 114 76 190 

平均キーワ

ード数 
16.9 5.0 - 

 

関連キーワードの表示方法は，過去の先行
実験より，辞書順よりも文字列長降順が見や
すいという実験結果がでている。この結果を
応用し，この作成支援システムでは，関連キ
ーワードの文字列長降順ではなく，関連キー
ワードの文字幅長降順に表示をする。これは，
文字列長降順だと，関連キーワードに拗音や
英字がある場合，文字数が同じでも表示する
長さに差が出てしまう。文字幅長降順にする
ことで，一覧性を維持することができる。 

 

(4) プロトタイプシステムの構築  

図 4 に，パスファインダー作成支援システ
ムのプロトタイプの画面と作成されたパス
ファインダーの例を示す。 

 

(a) パスファインダー作成用インタフェース画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(b) 作成済みパスファインダー 

図 4 パスファインダー作成支援システム 

図 4(a)のインタフェース画面左上部に，情
報を探したいトピックを入力し，下の作成ボ
タンでパスファインダー用の情報が収集さ
れ表示される。ブラウザで見るボタンをクリ
ックすることで，図 4 (b)のように，ブラウザ
上で作成したパスファインダーが表示され
る。1 つの項目につき，3 件以上の書誌情報
が抽出された場合には，”もっと見る“とい
うリンクを容易して，情報を拡張表示するよ
うになっている。 



 

 

評価のため，作成したシステムを大学生 14

人に利用してもらった。各々自身の興味のあ
る分野について自由に 1 つのトピックを選ん
でパスファインダーを作成してもらった。そ
の後，以下の質問に答えてもらった。 
 Q1. 必要な図書や情報が十分見つかった 

か。 

 Q2. 操作に分かり難いところがあったか。 

  Q3. パスファインダー作成時間は適切だ
ったか。 

各質問に対しする回答は，Q1 は，1: 見つか
らなかった 2: まずまず 3: 見つかった，Q2

には，1: あった 2: なかった，Q3 には，1: 遅
い 2:ちょっと遅い 3: どちらとも 4: ちょっ
と早い 5: 早い，とした。 

Q1 に対して，回答 3 が 42.9％であり，2 と
合わせて 92.9％が，必要な情報が見つかった
と答えた。トピックに関連する情報を自動的
に収集することで，トピックの入力だけで，
9 割を超える被験者に情報を提供するパスフ
ァインダーが簡単に作成できていた。 Q2 に
ついては，2 のなかったが 78.6%であった。
情報収集開始は，1 クリックで行えたが，作
成されたパスファインダーを表示する際に
戸惑ったこと，書誌情報が 3 件以上の場合の
拡張と縮退に戸惑った被験者がいた。Q3 に
ついては，抽象的なトピックを入力すると，
抽出に用いるレファレンス事例の数が多く
なり，その所在情報の確認にも時間がかかる。
反対に専門的なトピックであれば時間が短
くなる傾向にあり，入力したトピックによっ
て回答が分かれた。 

   
(5) システム公開への準備 

初学者のアクティブ・ラーニングをより喚
起し易くするための改良を準備した。関連キ
ーワードの提示には，初学者が認知しやすい
ように同じ文字を含むものが近くになるよ
うにキーワードを並べ替えている。並び替え
の方法として，その関連キーワードの中でも
関連性が高いものを強調表示することで関
連度を高め，さらにトピックとの関連性を考
えてもらうことで，初学者にアクティブ・ラ
ーニングを促すことができる。また，類似し
た語句が近くにあるほど後続の語句を想起
し易いというプライミング効果を用いて，類
似した文字列を有するキーワードほど近く
になるように並べ替えを行う。キーワードの
強調表示では，信頼性の確保のためにキーワ
ードは過去同じトピックで関連性があると
初学者が選択した回数が多い上位 5 個の関連
キーワードを強調して表示するとした。  
関連キーワードの表示方法について効果

を調べた。まず，学生 30 人に対して 5 つの
トピックについて，収集されたキーワードの
うち適切だと思うキーワードをチェックし
てもらった。次に，15 人の学生に，トピック

ごとに，頻度高く選ばれたキーワードから順
に 1 つずつ 10 個までキーワードを提示し，
いくつが適切であったか答えてもらった。結
果は，5 個が最も多く（7 人）その他と，有
意に差があった。提示されるキーワードの数
が多くなると，結果的にどのキーワードがト
ピックと関連が高いか見分けにくい。また，
少ないと情報探索の手がかりが少なくなり
すぎると感じたことが分かる。このことは，
被験者の意見としてもあった。 

次に，図 5 に示した 5 種類の提示方法(A～
E)について，上の 15 人の学生を被験者に見易
さの調査を行った。以下 A～E は，関連の高
い 5 つのキーワードについて，A：ハイライ
トして上部に表示，B：ハイライトする，C：
太字にして上部に表示，D：太字にする，E：
上部に表示，する提示方法である。表 3 に評
価結果を示す。なお，ハイライトは，文字の
背景を黄色にして行った。 

 
表 3 キーワードの提示方法評価 

提示方法  

A：ハイライトして上部に配置 3 

B：ハイライトして配置 7 

C：太字にして上部に配置 4 

D：太字にして配置 1 

E：上部に配置 0 

 
関連キーワードをハイライトして配置す

る方法 B が最も良かった。太字にした D より
も，色によるハイライトが見易い点が評価さ
れた理由といえる。さらに，プライミング効
果を使った表記の類似性を利用した配置に
より，ハイライトされたキーワードのそばに
は，それと類似した文字列を有するキーワー
ドが配置される。これらもトピックに関連性
が高い可能性があり，情報探索の手がかりと
なる情報を多く適用できる。方法 A および C

のように関連キーワードを集めると，かえっ
て見難いといった意見があった。  

A B

C D

E

 

図 5  関連キーワード提示方法 



 

 

上記の提示方法を取り入れたプロトタイ
プシステムを，Web アプリケーションとして
実現して，携帯情報端末上に表 示した例を
図 6 に示す。辞典・事典および雑誌のタイト
ルは，大分大学学術情報拠点図書館の Web

サイトにリンクしており，サイトでは所蔵情
報などの確認が可能である。また，関連キー
ワードにチェックボックスを設け，初学者が
関連キーワードとして適切だと思うものを
選択することができる。過去に同じトピック
でパスファインダーが作成されていれば共
通するキーワードが関連性の高いキーワー
ドとしてハイライトされて表示される。さら
に，関連キーワードで表示されている以外に
も初学者に関連があると思うキーワードが
あれば「キーワード入力」の欄に直接入力す
ることができる。送信ボタンを押すことで，
初学者が選択した関連キーワードと入力が
あれば入力したキーワードのみが掲載され
たパスファインダーが作成できる。  

図 6 では，一覧性を確保するために，初期
のレイアウトから若干の変更をしてある。現
在パスファインダーバンクで公開されてい
る PDF 版のパスファインダー100 件の情報
量を調べた結果から，全体の 98％がシステム
では一画面でスクロールなしで，表示可能で
あった。ページが 1 ページのパスファインダ
ーの平均文字数は 1454 文字であり，当プロ
トタイプシステムの画面で，既存のパスファ
インダー以上の情報を掲載できる。今後，大
分大学学術情報拠点図書館（平成 24 年 7 月
増改築終了）にて，利用を開始する予定で，
その際のパスファインダー作成状況をログ
により収集しながら，改良を加えていく。 
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